
「企業価値向上に向けた中長期の戦略」導入、ご挨拶

社長の中西です。台風6号の影響で本日はオンライン形式でのインベスターデイを開催させて頂きますので、

どうぞよろしくお願いします。

通常の決算説明会などでは、足元業績等についてのお話がメインになっていますが、

本日は、当社の企業価値向上に向けた戦略や取り組みを中心にお話しさせて頂きます。

企業価値向上に向けた

中長期の戦略

代表取締役 社長

中西 勝也

1

改行追加



3

1

© Copyright 2026 Mitsubishi Corporation

PER、ESG格付

サステナブルな価値向上を支える取組

ステークホルダーエンゲージメント

成長期待の向上・資本コストの低減

参考指標

1. 中長期的な企業価値向上に向けて

営業収益CF 平均成長率10%以上、
ROE 12％以上（2027年度）

Net DER 0.6倍 (上限目処）

経戦2027

経戦2027

価値創造メカニズム
磨く（Enhance）× 変革する（Reshape）× 創る（Create）の好循環モデル

財務・資本政策

創出価値・資本効率の向上

ROA、ROIC参考指標

定量目標

財務健全性

時価総額、株価、PBR、EPS、TSR

企業価値向上

参考指標

◼ 企業価値向上に向け、不断の取り組みを推進中

◼ 「創出価値・資本効率の向上」については、経営戦略2027で営業収益CF・ROEというKPIを掲げ、「磨く・変革する」「創る」の取り組みを加速中

ROE向上に向けて、『「磨く・変革する」「創る」を通じた収益力強化によるROAの向上』×『効果的なレバレッジの活用』を進めている

◼ 「成長期待の向上・資本コストの低減」については、当社の戦略、「総合力」を活かした価値創造などの成長性を、開示拡充や市場との

対話を通じ、市場にご理解頂く取り組みを進めている

中長期的な企業価値向上に向けて

当社は、企業価値向上に向け、不断の取り組みを推進中です。

こちらは統合報告書にも掲載した、企業価値向上に向けたロジックツリーです。

まず上段の「創出価値・資本効率の向上」に関し、経営戦略2027では営業収益キャッシュフローの成長

率とROEでの効率性をKPIに掲げました。

稼ぐ力を表す営業収益CFの持続的成長に関して前中経からの取り組みが功を奏して社員の意識の高ま

りを実感しており現在も「磨く・変革する」そして「創る」の実践を加速しているところです。

また、効率性のROE向上に向けては、収益力強化によるROA改善に加え、効果的なレバレッジの活用を、

意識して進めているところです。

次に、「成長期待の向上・資本コストの低減」に関しては、当社の戦略や成長性を解像度高くご理解いた

だくため、市場との対話や、開示拡充などを進めています。

改行位置修正
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政治・
地政学

• 国際政治や通商政策等の不安定化

• グローバルガバナンスの衰退

環境・社会
• 脱炭素コスト低減の遅れ等による

現実解を探る動きの加速

経済・産業
• サプライチェーン再構築／地産地消型経済への再注目

• インフレ・金利の高止まり

技術・

イノベーション

• AIの急速な進展／新たなサービス開発

• データセンター・半導体需要増に伴う旺盛な電力需要

2. 変化する外部環境と当社の役割

事業環境の複雑化と不確実性増大 当社の「総合力」× 社会課題への対応

長年にわたり培ってきた優良上流資産や、幅広い川下・消費者接点を基盤とし、

当社の「総合力」を活かした価値創造を通じて、社会課題への対応、当社の成長を実現させていく

柔軟に事業戦略を進化

多彩・
多才な
人材

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
深
く
関
与

強靭な事業基盤

信用・信頼 財務健全性

知
見
の
蓄
積

グローバル
インテリジェンス

幅広い産業知見・
深いインサイト

多様な
事業モデル

グローバルな
事業展開

多様性により変化を先取り

当社の強みを結集した「総合力」

◼ 地政学リスクの高まり、脱炭素のトランジション複線化、AI普及による産業構造・生活形態の変化などを受け、エネルギーの安定供給や

金属資源の確保、食料供給網の安定化に向けた打ち手、顧客ニーズの多様化に対するサービス提供の重要性等がより一層高まっている

変化する外部環境と当社の役割

経営戦略2027公表から、一年が経過しました。

トランプ大統領による米国関税が公表された正に直後であり、先行きの不透明感の中で、

当社が自信を持つ既存事業の足場固め（磨く・変革する）や確かな成長性を感じる新規事業を中心に、

取り組みを加速させていきたい、との方向性をお伝えしました。

現在、地政学リスクの高まりや、脱炭素のトランジション複線化、 AI普及による産業構造・生活形態の変

化などを受け、エネルギーの安定供給や金属資源の確保、食料供給網の安定化に向けた打ち手、顧客

ニーズ多様化への対応の重要性が、一層高まっているとの認識を強めています。

このような状況を受け、当社としては、長年にわたり築き上げた優良上流資産や幅広い消費者接点を基

盤とし、総合力を活かしながら、社会課題への対応と当社の成長を実現していきたい、

そうした思いを強めているところです。

改行位置修正
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3. 当社の強みを活かした価値創造の取り組み

各領域における主要案件・事例 2030

金属資源 低炭素化に資する高品位原料炭の安定供給、電化推進に不可欠なクリティカルミネラルの取組強化

アメリカ・カッパーワールド銅鉱山

ペルー・ケジャベコ銅鉱山 チリ・ロスブロンセス銅鉱山（隣接銅鉱山との一体操業）

オーストラリア・高品位原料炭資産への集約

20272024

エネルギー

バリューチェーン
エネルギートランジション（移行期間）における天然ガス・LNG安定供給、競争力ある再エネ電源開発・需要家向け安定供給への取組強化

アメリカ・シェールガス

LNGカナダ

LNGカナダ（拡張）

ブルネイ・上流ガス

水素アンモニア

マレーシア・LNG（延長）

アメリカ・太陽光発電事業拡大

アメリカ・発電

オランダ・再生可能エネルギー
CCS/CCUS ※2

欧州・蓄電池

食料資源 拡大するタンパク質需要の取り込み、食料安全保障への貢献、食×エネルギーの取組強化

アメリカ・
バイオ燃料製造 農業資材製造

搾油・バイオエタノール

畜産事業 加工機能強化

サーモン養殖事業買収 サーモン養殖事業基盤強化

イギリス・肥料資源鉱山

C to B

バリューチェーン
消費者・顧客ニーズの多様化に対応したサービス提供の取組強化、既存事業を梃にした海外での事業多角化

東南アジア・都市開発

三菱食品完全子会社化

東南アジア・ヘルスケア

フィリピン・デジタル金融

ローソン戦略的パートナー招聘

クリティカルミネラル（銅・アルミ・ボーキサイト・リチウム・ニッケル）

※1  Consumer to Business、マーケットインの発想を重視した消費者・顧客起点のビジネス

※2  Carbon Capture and Storage（CO2 回収・貯留技術）、 Carbon Capture, Utilization and Storage（CO2 回収・利用・貯留技術）

※1

◼ 強靭な事業基盤や幅広い産業知見、グローバルインテリジェンスなどの「総合力」を活かせる事業領域において、社会課題への対応、

当社の持続的な成長を実現していく

（利益貢献想定タイミング）

投資決定・実行済 検討中

当社の強みを活かした価値創造の取り組み（1／2）

先ほど申し上げた通り、外部環境が変化する中、当社が強みを活かして価値創造に取り組めると考える事

業領域について、お話しします。

金属資源に関しては、高品位原料炭の安定操業と安定供給、電化推進に不可欠なクリティカルミネラル

の取り組みを強化していく考えです。

銅事業では、2030年に向けて持分生産量の積み上げに取り組んでおり、2029年度には、アメリカ・アリゾ

ナ州でのカッパーワールド銅鉱山の生産開始や2030年度以降には当社が出資するAnglo American

Sur銅事業 チリ・ロスブロンセス銅鉱山と、隣接するチリ銅公社コデルコが有するアンディーナ銅鉱山を一体

操業する事で合意しており、それによる増産を計画しています。

その他のクリティカルミネラルについても事業化調査などを進めているところです。

エネルギーバリューチェーンについては、本年1月にアメリカ・テキサス州 / ルイジアナ州にまたがるヘインズビル

シェールガス資産の獲得について公表しました。競争力ある上流ガスを起点に、アメリカ国内の産業・電力

向けガス需要拡大を確実に捉える事に加え、当社または第三者保有のLNG液化プラントを活用し、LNG

として海外マーケットに販売することも視野に入れています。

北米産LNGに関しては、カナダの西側でも自社持分のLNGを有しており、アジア、ヨーロッパ、各方面へ供

給できるオプションを保有していることが当社の強みの一つだと考えています。

(前半)を削除

改行を追加

改行を追加

改行を修正
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3. 当社の強みを活かした価値創造の取り組み

各領域における主要案件・事例 2030

金属資源 低炭素化に資する高品位原料炭の安定供給、電化推進に不可欠なクリティカルミネラルの取組強化

アメリカ・カッパーワールド銅鉱山

ペルー・ケジャベコ銅鉱山 チリ・ロスブロンセス銅鉱山（隣接銅鉱山との一体操業）

オーストラリア・高品位原料炭資産への集約

20272024

エネルギー

バリューチェーン
エネルギートランジション（移行期間）における天然ガス・LNG安定供給、競争力ある再エネ電源開発・需要家向け安定供給への取組強化

アメリカ・シェールガス

LNGカナダ

LNGカナダ（拡張）

ブルネイ・上流ガス

水素アンモニア

マレーシア・LNG（延長）

アメリカ・太陽光発電事業拡大

アメリカ・発電

オランダ・再生可能エネルギー
CCS/CCUS ※2

欧州・蓄電池

食料資源 拡大するタンパク質需要の取り込み、食料安全保障への貢献、食×エネルギーの取組強化

アメリカ・
バイオ燃料製造 農業資材製造

搾油・バイオエタノール

畜産事業 加工機能強化

サーモン養殖事業買収 サーモン養殖事業基盤強化

イギリス・肥料資源鉱山

C to B

バリューチェーン
消費者・顧客ニーズの多様化に対応したサービス提供の取組強化、既存事業を梃にした海外での事業多角化

東南アジア・都市開発

三菱食品完全子会社化

東南アジア・ヘルスケア

フィリピン・デジタル金融

ローソン戦略的パートナー招聘

クリティカルミネラル（銅・アルミ・ボーキサイト・リチウム・ニッケル）

※1  Consumer to Business、マーケットインの発想を重視した消費者・顧客起点のビジネス

※2  Carbon Capture and Storage（CO2 回収・貯留技術）、 Carbon Capture, Utilization and Storage（CO2 回収・利用・貯留技術）

※1

◼ 強靭な事業基盤や幅広い産業知見、グローバルインテリジェンスなどの「総合力」を活かせる事業領域において、社会課題への対応、

当社の持続的な成長を実現していく

（利益貢献想定タイミング）

投資決定・実行済 検討中

5

当社の強みを活かした価値創造の取り組み（2／2）

食料資源の領域では、拡大するタンパク質需要の取り込みや食料安全保障への貢献に加え、

「食ｘエネルギー」の取り組みも進めており、ハワイではバイオ燃料の製造に取り組んでいます。

当社が食料とエネルギーという異なる産業に接地面を持っていることで、バイオ資源という新たなバリュー

チェーン事業にいち早く着手することができたと考えており、今後も当社が保有する、穀物集荷・トレードの

知見や、グローバルネットワークを活かしていきたいと考えています。

ここまで、上流分野のご説明が続きましたが、当社は「下流・川下」の事業も同時に強化しています。

今回、C to Bバリューチェーンとしてお示ししていますが、マーケットインの視点で、CVSや食品スーパー等の

消費者ニーズに対応するサービスへの取り組みを強化する一方、食料品や物流・都市開発など、消費者と

の接点を持つ他事業との有機的なつながりも強化していきたいと考えています。

ローソンでは、KDDI様の知見もお借りしながらサービスの多様化、操業の効率化を進めており、一定の成

果も出始めています。

また、昨年度非上場化した三菱食品では、当社ネットワークを駆使した事業展開を国内・海外にて推進

しており、連携を深めることでバリューチェーンとしての価値向上を図っていきたいと考えています。

今までお話ししてきた通り、金属資源、エネルギーバリューチェーン、食料資源、そしてC to Bバリューチェー

ンに加えて、当社が以前より得意とする基盤事業領域においても、磨く・変革するを着実に進めているとこ

ろです。

(後半)を削除

改行を追加

改行を追加



中長期成長のイメージ

最後に、当社の中長期成長のイメージを、ご説明したいと思います。

当社は、営業収益キャッシュフロー平均成長率10%以上を持続的に実現する事業ポートフォリオの構築

に取り組んでいます。

現在取り組み中の案件や、構想中の案件も含めて、ボトムアップで2028年度以降の営業収益キャッシュ

フローの計画を積み上げたところ、2030年度にかけても同じペースでの成長を実現できる確度は相応に高

いとの実感を強めており、稼ぐ力の更なる伸長に取り組んでいきます。

また、ROE12%については、これを通過点にしたいと申し上げてきました。

2028年度以降も既存事業を強化しつつ、継続的な資産入替や新規事業への投資、

財務健全性も踏まえた効果的なレバレッジの活用、産業の垣根を超えた価値創造を加速させることで、持

続的な成長・資本効率向上を実現していきたいと考えています。

私からの説明は以上となります。

7

1

© Copyright 2026 Mitsubishi Corporation

※1  2024年度中に売却した事業のキャッシュフロー、及び事業再編の影響を除外 ※2  検討中の案件からの営業収益キャッシュフロー貢献見込み額も含む

700 

2,700 

550 
600 

4,000
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18,000

20,000

1.4兆円～

「磨く・変革する」「創る」を通じた稼ぐ力の伸長

0.98兆円 金属資源

エネルギー
VC

食料資源

C to B

VC 基盤事業

営業収益
キャッシュフロー

0.94
兆円
※1

領域別の営業収益キャッシュフロー

増加イメージ（億円）※2

2024年度 2027年度

ROE

12%～
(連結純利益
1.2兆円～)

ROE

10.3%
(連結純利益
0.95兆円)

営業収益CF

平均成長率

10%～

2030年度にかけて

更なる稼ぐ力の伸長、

資本効率向上を目指す

創る

新規事業

内、領域毎に目指す
営業収益CFの伸長イメージ

（27→30年度、億円）※2

金属資源

エネルギーVC

食料資源

C to B VC

＋700 ＋900

＋900 ＋350

＋400 ＋100

＋500 ＋400

基盤事業 ＋500 ＋250

創る
磨く

変革する

磨く
変革する

既存事業

2030年度
イメージ

1.9兆円～

4. 中長期成長のイメージ

◼ 「磨く・変革する」「創る」を通じ、営業収益キャッシュフロー平均成長率10%以上を持続的に実現する事業ポートフォリオの構築に取り組み中

◼ 2028年度以降も、現在取組中の案件の推進や、構想中の案件の実現等により、利益の土台となる既存事業を強化しつつ、継続的な

資産の入替や、産業の垣根を超えた価値創造を加速させることで、持続的な成長・資本効率向上を実現していく

6

改行を追加

改行を追加
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2024年度 2027年度

連結純利益
（億円）

資産・事業
リサイクル
関連損益

9,507

1.2兆円～

ROE

12%～

ROE

10.3%

リサイクル・
特殊要因

2,688

巡航利益

6,819

金属資源

エネルギー
VC

食料資源

C to B

VC

基盤事業

※1  リサイクル・特殊要因＝資産回転型事業（不動産・電力）を除く資産・事業リサイクル関連損益及び特殊要因 ※2  巡航利益＝連結純利益－リサイクル・特殊要因 ※3  巡航利益の増益見込み（概算値）を示す ※4  資産回転型事業（不動産・電力）を除く ※5  検討中の案件からの利益貢献見込み額も含む

※1

※2

※4

領域別の連結純利益

増益イメージ（億円）※3,5

「磨く・変革する」「創る」を通じた収益力強化

×
財務健全性も踏まえた効果的なレバレッジの活用

（Appendix）中長期成長のイメージ（連結純利益）

◼ 「磨く・変革する」「創る」を通じ、経戦2027の目標達成に向けた着実な取り組みが進行中

◼ 2028年度以降も、現在取組中の案件の推進や、構想中の案件の実現等により、利益の土台となる既存事業を強化しつつ、継続的な

資産の入替や、産業の垣根を超えた価値創造を加速させることで、持続的な成長・資本効率向上を実現していく

2030年度
イメージ

磨く
変革する

既存事業

新規事業

内、領域毎に目指す
連結純利益の伸長イメージ

（27→30年度、億円）※5

金属資源

エネルギーVC

食料資源

C to B VC

＋800 ＋800

＋150 ＋300

＋300 ＋100

＋300 ＋500

創る
磨く

変革する

創る

基盤事業 ＋550 ＋400

1.5兆円～
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